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依存せず、1.7μm である。フィラメントの照射により、最大 0.8X 10-2 の屈折率変化が得られている。フィラメン
トを光軸方向へ走査することにより、光導波路を形成し、波長 632.8 nm の光が伝播することを実証している。








性について解析している。大きさ 300μmX300μm、厚さ 150μm、周期 3μm の回折格子を作製し、波長 632.8nm 
の光を入射し、最大の回折効率 74.8%を得、ガラス内部への反射鏡の作製を実証している。
第七章では、フィラメントを 3 次元的に走査し、シリカガラス内部へ 4値で近似した位相型回折レンズの作製実験
を行い、その特性について検討している。直径 400μm、厚さ 180μm の位相型回折レンズを作製し、波長 632.8nm



























凶) フィラメントを 2 次元走査することにより、シリカガラス内部に体積型回折格子を作製している。フィラメン
トの長さを調節することにより、回折格子の厚さを大きくし、シリカガラス内部における回折格子として、最
大 74.8%の回折効率を実現している。
(5) フィラメントを 3 次元走査することにより、シリカガラス内部に 4値で近似した位相型回折レンズの作製し、
効率は 56.9%を実現している。
以上のように、本論文では、フェムト秒レーザーパルスの自己束縛フィラメントを形成現象に着目し、低散乱性の
屈折率変化を誘起することにより、シリカガラス内部の 3 次元空間内へ集積可能な微小光学素子の作製方法を確立し
ている。今後、全光型情報処理システムをはじめとする光学システムを大幅に小型化する技術として期待できる。こ
- 596-
れらの成果は、応用物理学、特にフォトニック情報工学の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文
として価値あるものと認める。
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